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§§§§8.6 8.6 8.6 8.6     修正された修正された修正された修正された HamiltonHamiltonHamiltonHamilton----DirichletDirichletDirichletDirichlet の原理の原理の原理の原理 2222    
  (8.4.4)式で与えられる Hamilton-Dirichletの原理において，水と板との
連続条件(8.4.5b)式を拘束して，wを消去すると 
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を得る。ただし， ][ waterM は直接表に現れないので，省略してもよい。この

場合の ][ 2*
plateK は 
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である。 
実際に， 02* =Π HDδ を求めると 

      2*0 HDΠ= δ  
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となる。したがって，この変分問題の自然条件は 
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で与えられる。 
（8.6.2)式を代入すると，（8.6.4a)式は 
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と書ける[8,9]。 
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